
文
化
祭
に
代
わ
る
新
し
い
行
事
と
し
て
始
ま
っ
た
「
生

徒
会
活
動
発
表
会
」
で
す
が
、
今
回
は
全
校
で
見
直
し
を

行
っ
た
、
ス
マ
ホ
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
の
使
い
方
の
ル
ー
ル

＝
“ス
マ
ホ
・
プ
ロ
ミ
ス
”
の
お
披
露

目
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
考

え
た
、
自
分
た
ち
の
ル
ー
ル
で
あ
る

と
の
意
識
を
し
っ
か
り
と
も
ち
、
絵

に
描
い
た
餅
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

て
欲
し
い
も
の
で
す
。
是
非
、
ご
家

庭
で
も
生
徒
と
一
緒
に
確
認
を
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
（
後
日
配
布
）
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10 11月

10/30（日）PTA人権講演会今
回
の
「
芳
井
ふ
る
さ
と
祭
り
」

に
は
、
吹
奏
楽
部
と
三
年
生
の
有
志

が
参
加
し
、
心
和
む
演
奏
と
パ
ワ
フ

ル
な
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

特
に
三
年
生
に
と
っ
て
は
、
「
芳

井
宵
あ
か
り
」
へ
の
参
加
が
直
前
で

中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
今
度
こ
そ
は
！
」
の
思
い
で
参
加

芳井中

学校だより

11月号

桜
渓

11/4（金）広島平和研修（2年生）

芳井中学校校内ルール・行動指針

11/10（木）
薬物乱用防止教室（2年生）

11/10（木）生徒会活動発表会

メ
イ
プ
ル
タ
イ
ム
（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
に
行
っ

て
い
る
平
和
学
習
の
一
環
と
し
て
広
島
を
訪
問
し
、
平
和

記
念
公
園
や
本
川
小
学
校
資
料
館
等
の
見
学
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

「
原
爆
の
子
の
像
」
の
前
で
行
っ
た
平
和
集
会
で
は
、

代
表
の
生
徒
が
「
互
い
に
理
解
し
、
尊
重
し
合
う
世
の
中

の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
」

と
力
強
く
宣
言
し
、
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
を
通
し
て
、
一
人
一
人
が
、
核
兵
器
の
な
い

平
和
な
社
会
を
希
求
す
る
思
い
を
強
く
す
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
で
し
た
。

生
徒
会
活
動
発
表
会

芳
井
ふ
る
さ
と
祭
り

11/6（日）芳井ふるさと祭り

倉敷少年サポートセンターから講師をお
招きし、禁止薬物に関するお話を聞かせて
いただきました。県内でも中・高生の検挙
事例があることなどを知り、決して他人事
ではなく、自分事として考えることが大切
であることを学びました。

広
島
平
和
研
修

10/26（水）アダプト活動
今年度２回目のアダプト活動（地域清

掃）を行いました。学年ごとに担当地域を
決めてゴミ拾いを行いましたが、思った以
上に多くのゴミが集まり、びっくりでした。
ゴミのない、美しい芳井町にしていきたい
ですね。

ろう講師の小川さん、健聴講師の橋本さん
のお二人をお迎えし、コミュニケーション
ツールとしての「手話」について、お話を
聞かせていただきました。誰もが安心して
暮らせる社会の実現に向けて、自分に何が
できるのかを一人一人が考える機会となり
ました。

２年生 広島平和研修

し
た
生
徒
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
念

願
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
で
き
て
、
ど
の

生
徒
も
大
満
足
の
笑
顔
で
し
た
。

な
お
、
今
回
の
三
年
生
有
志
の
参
加

は
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
矢
本

さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
し
た

新
し
い
「
学
校
と
地
域
の
連
携
」
の
在

り
方
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


